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各
委
員
会
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
構
成

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
の
推
進
並
び
に
市
議
会
活
動
に
対
し
、
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
一
日
に
新
市
「
桜
川
市
」
が
誕
生
し
、
一
年
を
経
過
す

る
中
で
、
桜
川
市
議
会
も
、
新
た
に
九
月
二
十
四
日
、
定
数
二
十
六

名
に
よ
り
発
足
し
、
こ
の
度
の
第
二
回
桜
川
市
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、
不
肖
私
た
ち
が
、
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
職
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

議
会
は
、
執
行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
備
え
て
お
り
、
議
員
各
位

の
英
知
を
結
集
し
、
地
域
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
市
民
の
身
近
な
「
た
よ
り
」
と
し
て
、
有
効

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
く
、
深
い
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

正
副
議
長
あ
い
さ
つ
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議
員
紹
介
〔
議
席
順
〕

平
成
18
年
10
月
16
日
現
在

風野　和視
真壁町東山田 40－ 1

（37歳）

勝田　道雄
羽田 531 － 9
（47歳）

岩見　正純
真壁町下谷貝 1724

（54 歳）

小高　友徳
真壁町酒寄 1662
（29 歳）

鈴木　政夫
東飯田 507
（53 歳）

皆川　光吉
高久 2063 － 1
（54歳）

増田　　豊
真壁町真壁 198 － 66

（55 歳）

潮田　新正
真壁町長岡 559
（56 歳）

古川　静子
真壁町真壁 321
（59 歳）

大塚　秀喜
真壁町古城 361
（44 歳）

高田　重雄
岩瀬 1966 － 1
（47歳）

小林　正紀
真壁町亀熊 77
（49歳）

相田　一良
東飯田 508
（58 歳）

仙波　信綱
犬田 1299 － 3
（57歳）

増田　　昇
友部 1134 － 1
（59歳）

塚本　　明
真壁町源法寺 761 － 1

（64歳）

上野　征一
大泉 449 － 1
（66歳）

橋本　位知朗
友部 1017 － 1
（56歳）

中川　泰幸
本木 206
（44 歳）

増田　俊夫
大国玉 4485 － 3
（53歳）

鈴木　好史
本木 511
（56 歳）

川那子　秀雄
鍬田 495 － 7
（62歳）

林　　悦子
真壁町古城 56
（50歳）

菊池　節子
犬田 1210 － 7
（61歳）

萩原　　實
亀岡 578 － 1
（67歳）

横田　　衛
岩瀬 1355 － 4
（72歳）
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この広報紙は環境保護のため古
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■ 平成18年第２回桜川市議会臨時会結果報告

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議長の選挙について

副議長の選挙について

常任委員会委員の選任について

議会運営委員会委員の選任について

議会広報特別委員会の設置及び委員の選任について

県西総合病院組合議会議員の選挙について

筑西広域市町村圏事務組合議会議員の選挙について

筑北環境衛生組合議会議員の選挙について　

農業委員会委員の推薦について

監査委員の選任について

専決処分の承認を求めることについて

（桜川市手数料徴収条例の一部を改正する条例）

　別表中の語句を「のぼり旗」から「広告旗」に改めるもの。

専決処分の承認を求めることについて

（桜川市国民健康保険条例の一部を改正する条例）

　出産費を「30万円」から「35万円」に改めるもの。

専決処分の承認を求めることについて

（平成１８年度桜川市一般会計補正予算　第３号）

　歳入では地方道路整備臨時交付金1,925万円の増額と、安全快

　適なみち緊急整備市町村補助金1,291万円の減額。歳出では議

　会費9,325万7,000円の減額、市議会議員一般選挙費3,992万

　6,000円の増額、道路新設改良費800万円の減額。

専決処分の承認を求めることについて

（平成１８年度桜川市介護保険特別会計補正予算　第１号）

　国庫支出金等過年度分返還金1,905万5,000円の増額。
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委

員

長　
　

仙　

波　

信　

綱

　

桜
川
市
が
一
歳
の
誕
生
を
迎
え
た
時

期
に
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
か
か
わ
れ

ま
す
こ
と
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
思
い
ま

す
。
よ
り
開
か
れ
た
議
会
広
報
紙
を
目

指
し
、
公
平
・
公
正
を
旨
と
し
て
取
り

組
む
所
存
で
す
。
ま
た
市
民
の
皆
様
の

ご
投
稿
な
ど
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

く
、
そ
の
折
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
委
員
長　
　

鈴　

木　

政　

夫

　

市
長
と
議
会
の
関
係
を
表
す
言
葉
と

し
て
、「
エ
ン
ジ
ン
」
と
「
運
転
手
」
が

あ
り
ま
す
。「
エ
ン
ジ
ン
（
市
長
）
を

運
転
手
（
議
会
）
が
し
っ
か
り
制
御
し
、

乗
客
（
市
民
）
を
快
適
に
目
的
地
（
幸
福
）

へ
と
運
ぶ
」
そ
ん
な
意
味
で
す
。
議
会

だ
よ
り
は
皆
さ
ん
が
「
点
検
」
す
る
為

の
「
運
転
記
録
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご
愛
読

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委　
　

員　
　

菊　

池　

節　

子

　

合
併
し
て
一
年
、
新
市
に
な
っ
て
始

め
て
の
選
挙
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

再
度
広
報
委
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
議

会
の
様
子
を
正
確
に
伝
え
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
に
す

る
た
め
に
悩
み
が
ん
ば
り
ま
す
。

委　
　

員　
　

岩　

見　

正　

純

　

市
議
会
だ
よ
り
を
手
に
し
た
と
き
、

読
ん
で
み
た
い
な
、
見
て
み
た
い
な
と

思
え
る
よ
う
な
、
見
や
す
く
分
か
り
や

す
く
、
そ
し
て
、
中
身
の
充
実
し
た
お

た
よ
り
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
、
広
報

委
員
会
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

委　
　

員　
　

勝　

田　

道　

雄

　

広
報
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
い

か
に
議
会
状
況
が
公
正
・
公
平
で
又
、

開
か
れ
た
議
会
活
動
の
内
容
で
あ
る
か

を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
一
人
で
も
多
く

の
市
民
の
皆
様
方
に
ご
愛
読
さ
れ
ま
す

よ
う
作
成
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委　
　

員　
　

風　

野　

和　

視

　

新
人
議
員
と
し
て
皆
様
の
お
手
元
に

届
く
市
議
会
だ
よ
り
編
集
に
た
ず
さ
わ

れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
市
議

会
だ
よ
り
は
、
市
議
会
の
状
況
を
分
か

り
や
す
く
公
平
・
公
正
に
お
伝
え
で
き

る
素
晴
ら
し
い
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【発行責任者】　議　長　　小　林　正　紀


